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1989年 3月 大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程  単位取得退学
1989年7月 大阪大学人間科学部文部技官（教務職員）
1990年 4月 大阪大学人間科学部文部教官助手





金澤教授は、1979 年 3月信州大学人文学部心理学専攻を卒業し、1989 年 3月大阪大学大
学院人間科学研究科博士後期課程を単位取得退学、大阪大学人間科学部文部教官助手を経て、
2000 年 4月梅花女子大学文学部助教授へ着任、2004年 4月には同教授に昇任された。そして、




同人の主な研究領域は、出生体重 1000g 未満の超低出生体重（Extremely Low 
Birthweight; 以下、ELBW）児や自閉スペクトラム症 （Autism Spectrum Disorders; 以下、
ASD) 児を対象とした臨床発達心理学である。ELBW 児を対象とした研究は、大阪府内の
某病院で生まれた約 500 名の ELBW 児の長期予後を明らかにする共同プロジェクトとして、
1990 年より30 年近くの長期にわたり同人が主導してきた。









してきた。最も早期に開始した支援は、1人のASD 男児を 3 歳から13 年以上に渡って長期間
継続して行われた。児は、3 歳時点で、発話が無く、他者とのアイコンタクトが見られない重度
のASD 児であった。しかし、Picture Exchange Communication System (PECS) や認知課
題等を用いた継続的な支援により、絵カードによる自発的コミュニケーションが可能になり、6
歳で書き始めた文字は 7 歳以降要求手段として用いられ、8 歳頃から音声言語による要求が自
発し12 歳以降急激に増加して主たる要求手段になった。それと共に ASD 児にはまれな他者
とのアイコンタクトが増加した。視覚情報処理に優れるASD 児の特性に注目し絵カードや文
字を用いたコミュニケーションの獲得を経て音声言語の獲得につなげるこの支援の在り方は、



















実施された ASD 児を対象とした早期発達支援活動は、約 10 年間で、約 40 名のASD 児とそ
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